
●
国
際
河
川
流
域
国
家
と
し
て
の
中
国

流
域
内
に
複
数
の
国
の
領
土
を
含
む
河
川
を

「
国
際
河
川
」
と
呼
ぶ
。
河
川
流
域
で
は
、
通
常

は
上
流
に
属
す
る
地
域
が
下
流
の
地
域
に
対
し
て

水
使
用
上
の
優
位
性
を
保
持
し
て
い
る
。
国
際
流

域
に
お
い
て
も
、
上
流
国
は
下
流
国
に
対
し
て
利

水
上
は
優
位
に
あ
り
、
下
流
国
が
上
流
国
に
よ
る

不
適
切
な
水
利
用
に
抗
議
す
る
、
と
い
う
形
で
の

係
争
が
生
じ
た
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。

国
際
河
川
に
お
け
る
水
資
源
を
巡
る
流
域
国
間

の
確
執
が
今
後
に
お
い
て
深
刻
化
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
懸
念
を
持
つ
人
は
多
く
、
例
え
ば
ガ

リ
前
国
連
事
務
総
長
が
「
中
東
で
の
次
の
戦
争
は

水
資
源
を
巡
る
争
い
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
の
懸
念

を
表
明
す
る
な
ど
の
形
で
、
識
者
に
よ
る
警
告
が

な
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

国
際
河
川
の
流
域
に
お
い
て
、
上
流
国
あ
る
い

は
下
流
国
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
行
動
規
範
は
確
立

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
一
九
世
紀
末
に
メ

キ
シ
コ
が
、
米
国
と
共
有
す
る
国
際
河
川
で
あ
る

リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
川
流
域
に
お
い
て
、
上
流
国
で

あ
る
米
国
は
同
河
川
の
水
資
源
を
下
流
国
で
あ
る

メ
キ
シ
コ
の
意
向
を
無
視
し
て
勝
手
に
灌
漑
用
に

使
っ
て
い
る
と
抗
議
し
た
。
そ
の
際
に
、
ア
メ
リ

カ
の
司
法
長
官
で
あ
っ
た
ハ
ー
モ
ン
は
、
米
国
の

領
土
に
水
源
を
持
つ
川
の
水
を
米
国
が
使
う
の
は

当
然
の
権
利
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
国
際
河
川
流

域
に
お
け
る
上
流
国
の
権
限
は
無
制
限
に
認
め
ら

れ
る
べ
き
と
の
主
張
は
、
こ
の
出
来
事
を
契
機
と

し
て
「
ハ
ー
モ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
現
在
に
お
い
て
も
、「
上
流
国
優
位
」
に

起
因
す
る
流
域
国
間
の
確
執
は
幾
つ
も
の
国
際
河

川
流
域
で
観
察
さ
れ
て
い
る
。

中
国
の
河
川
と
い
う
と
、
黄
河
や
長
江
な
ど
国

内
を
流
れ
る
大
河
が
連
想
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

そ
の
一
方
で
、
中
国
は
一
九
も
の
国
際
河
川
を
領

土
内
に
包
摂
し
て
い
る
巨
大
な
国
際
河
川
流
域
国

家
で
も
あ
る
。
加
え
て
、
中
国
は
国
際
的
に
関
心

を
集
め
て
い
る
幾
つ
か
の
国
際
河
川
に
お
い
て
は
、

最
上
流
国
に
位
置
し
て
い
る
。

中
国
が
国
際
河
川
に
ど
の
よ
う
な
興
味
を
示
し
、

ま
た
、
い
か
に
他
国
と
の
交
渉
あ
る
い
は
接
触
を

通
じ
て
国
際
河
川
管
理
を
行
っ
て
い
る
か
、
と
い

う
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
中
で
も
、
最
も

世
間
の
耳
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
中
国
が
最
上

流
国
に
位
置
す
る
メ
コ
ン
川
流
域
で
あ
る
。
経
済

発
展
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
メ
コ
ン
川
流
域
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
六
カ
国
が
流
域
国
で
あ
り
、

中
国
の
他
の
流
域
国
へ
の
対
応
が
注
目
を
集
め
て

い
る
。

●
中
国
の
「
覇
権
的
」
な
行
動
？

中
国
の
チ
ベ
ッ
ト
高
原
に
源
を
発
し
た
メ
コ
ン

川
は
、
中
国
の
雲
南
省
を
南
下
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

東
北
部
と
ラ
オ
ス
最
西
端
と
北
東
部
の
い
わ
ゆ
る

黄
金
三
角
地
点
に
入
り
、
ラ
オ
ス
と
タ
イ
の
国
境

沿
い
を
流
れ
る
。
そ
の
後
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
流
入

す
る
と
、
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
周
辺
に
お
い
て
ト
ン

レ
・
サ
ッ
プ
湖
を
形
成
し
、
さ
ら
に
南
下
し
て
ベ

ト
ナ
ム
南
部
に
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
を
形
成
し
て
、

南
シ
ナ
海
に
流
れ
出
る
（
図
１
参
照
）。
メ
コ
ン

川
本
流
の
全
長
は
約
四
八
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
国
際
河
川
で
あ
る
。

こ
の
メ
コ
ン
川
流
域
に
お
い
て
、
中
国
は
最
上
流

国
に
位
置
す
る
。
中
国
は
昨
今
、
メ
コ
ン
川
流
域

の
上
流
国
か
つ
政
治
的
経
済
的
強
国
と
し
て
の
立

場
を
利
用
し
、
下
流
国
と
の
関
係
を
一
切
考
慮
し

な
い
「
覇
権
的
」
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
、
と
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
批

判
さ
れ
て
い
る
。

国
際
河
川
流
域
国
家
と
し
て
の
中
国
の
虚
像
と
実
像

特集／中国における持続可能な流域ガバナンスと国際協力

中
山
幹
康
・
大
西
香
世

特
集

アジ研ワールド・トレンド No.122（2005．11）─2223─アジ研ワールド・トレンド No.122（2005．11）



そ
の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
以
下

の
三
つ
の
事
例
で
あ
る
。
第
一
に
、
メ
コ
ン
川
上

流
に
お
け
る
ダ
ム
開
発
や
舟
運
整
備
、
第
二
に
、

一
九
九
七
年
の
国
連
総
会
に
お
け
る
「
国
際
河
川

の
非
航
行
的
利
用
に
関
す
る
条
約
」
へ
の
反
対
投

票
（
一
三
四
カ
国
中
、
三
カ
国
反
対
の
う
ち
の
一

国
）、
第
三
に
、
一
九
九
五
年
の
「
メ
コ
ン
川
流

域
の
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
協
定
」（
タ
イ

・
ラ
オ
ス
・
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
下
流
四

カ
国
に
よ
り
締
結
。
以
下
、
一
九
九
五
年
条
約
）

の
批
准
の
最
終
的
な
見
送
り
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴

い
成
立
し
た
政
府
間
組
織
で
あ
る
「
メ
コ
ン
川
委

員
会
」
へ
の
非
加
盟
、
な
ど
で
あ
る
。

●
メ
コ
ン
川
上
流
に
お
け
る
ダ
ム
開
発

や
舟
運
整
備

中
国
は
、
一
九
九
○
年
代
前
半
か
ら
、
メ
コ
ン

川
上
流
（
中
国
名
、
瀾
滄
江
）
に
お
い
て
、
八
つ

の
ダ
ム
建
設
を
計
画
・
実
行
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
ダ
ム
開
発
計
画
は
、
当
初
国
外
に
は
知
ら
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
、
中
国
が
下
流
国
と
の

調
整
を
行
わ
ず
に
「
覇
権
的
」
に
振
舞
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
る
所
以
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
ま
た
、

中
国
に
よ
る
上
流
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
ダ
ム
開
発

は
、
下
流
国
の
水
位
・
流
量
や
生
態
系
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
と
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
批
判
さ
れ
て
い
る
。

中
国
は
ダ
ム
開
発
と
と
も
に
舟
運
整
備
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
二
○
○
○
年
、
中
国

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
と
と
も
に
「
メ

コ
ン
川
の
商
業
航
行
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

た
。
こ
の
協
定
が
提
唱
す
る
舟
運
整
備
と
は
、
中

国
主
導
で
メ
コ
ン
川
上
流
に
お
い
て
大
型
船
舶
が

往
来
で
き
る
よ
う
に
、
大
型
船
舶
が
航
行
す
る
上

で
の
障
害
と
な
る
早
瀬
、
浅
瀬
や
岩
礁
を
爆
破
し

て
除
去
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
中

国
は
メ
コ
ン
流
域
に

属
す
る
雲
南
省
と
メ

コ
ン
下
流
国
と
の
交

易
を
積
極
的
に
推
進

し
て
お
り
、
舟
運
の

改
善
に
よ
る
物
流
の

効
率
化
を
強
く
志
向

し
て
い
る
。
こ
の
舟

運
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
ベ
ト
ナ
ム
や

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
っ

た
メ
コ
ン
流
域
の
最

下
流
国
か
ら
は
、
生

態
系
へ
の
影
響
に
対
す
る
懸
念
を
無
視
し
、
不
完

全
な
環
境
影
響
評
価
を
行
っ
た
だ
け
で
即
座
に
実

行
に
移
さ
れ
た
、
と
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

●
国
際
河
川
に
関
す
る
国
連
条
約
へ
の

反
対
投
票

一
方
で
、
中
国
は
国
際
舞
台
に
お
い
て
も
他
の

流
域
国
と
の
関
係
を
無
視
し
た
暴
挙
に
出
た
と
解

釈
さ
れ
て
い
る
の
が
、
一
九
九
七
年
に
国
連
総
会

に
お
い
て
採
決
さ
れ
た
「
国
際
河
川
の
非
航
行
的

利
用
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、
一
九
九
七
年
国

連
条
約
）
へ
の
反
対
投
票
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
投

票
総
数
一
三
四
カ
国
中
、
反
対
票
を
投
じ
た
三
カ

国
の
う
ち
の
一
国
が
中
国
で
あ
る
。
こ
の
一
九
九

七
年
国
連
条
約
は
、
上
流
国
と
下
流
国
の
権
利
の

平
等
を
謳
っ
て
お
り
、
上
流
国
の
下
流
国
に
対
す

る
「
重
大
な
被
害
を
引
き
起
こ
さ
な
い
義
務
」
を

明
記
し
て
い
る
。
メ
コ
ン
川
上
流
に
お
い
て
上
記

の
ダ
ム
建
設
計
画
を
有
し
て
い
る
中
国
は
、
そ
の

実
現
を
阻
ま
れ
な
い
よ
う
に
こ
の
条
約
に
反
対
票

を
投
じ
た
、
と
多
く
の
国
際
法
の
専
門
家
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

●
メ
コ
ン
川
委
員
会
へ
の
非
加
盟

中
国
が
下
流
国
と
協
調
し
て
い
な
い
例
と
し
て
、

繰
り
返
し
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
メ

コ
ン
川
委
員
会
へ
の
非
加
盟
問
題
で
あ
る
。

メ
コ
ン
川
下
流
四
カ
国
の
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
ベ

ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
一
九
五
七
年
か
ら
バ

ン
コ
ク
に
事
務
所
を
置
い
た
「
メ
コ
ン
委
員
会
」

を
設
立
し
、
流
域
国
間
で
の
協
調
体
制
を
有
し
て

図１　メコン川流域
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い
た
。
上
流
二
カ
国
で
あ
る
中
国
と
ミ
ャ
ン
マ
ー

は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
者
は
国
連
の
加
盟
国
で
は
な
か

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
後
者
は
直
接
的
利
害
関
係
を

見
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て

メ
コ
ン
委
員
会
に
加
盟
し
な
か
っ
た
。

メ
コ
ン
川
流
域
国
は
、
メ
コ
ン
委
員
会
が
設
立

さ
れ
て
か
ら
の
約
二
○
年
の
間
に
、
ラ
オ
ス
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
内
戦
や
べ
ト
ナ
ム
戦
争
、
こ
れ
ら
の

国
々
に
お
け
る
社
会
主
義
政
権
樹
立
な
ど
の
政
治

的
な
混
乱
を
経
験
し
た
。
一
九
七
○
年
代
の
後
半
、

メ
コ
ン
委
員
会
自
体
は
ほ
ぼ
機
能
停
止
状
態
に
陥

っ
た
。
メ
コ
ン
委
員
会
の
建
て
直
し
を
図
っ
て
締

結
さ
れ
た
の
が
一
九
九
五
年
条
約
で
あ
り
、
ま
た

流
域
国
の
政
府
間
組
織
で
あ
る
の
が
現
在
の
メ
コ

ン
川
委
員
会
で
あ
る
が
、
中
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
と

と
も
に
ま
た
も
や
下
流
四
カ
国
の
協
調
体
制
に
入

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
中
国
は
、
メ
コ
ン
川
委
員

会
に
加
盟
す
る
こ
と
に
多
く
の
利
益
を
見
出
さ
な

か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
、
中
国
が

「
覇
権
的
」
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
、
と
批
判
さ

れ
る
所
以
で
あ
る
。 

●
メ
コ
ン
川
委
員
会
非
加
盟
問
題
の
意

味実
際
に
中
国
は
下
流
国
と
の
協
調
関
係
を
一
切

考
慮
し
な
い
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
中
国
の
こ
れ
ら
の
「
覇
権
的
」
と
言
わ
れ

る
行
動
を
、
メ
コ
ン
川
流
域
の
地
域
開
発
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
メ
コ
ン

川
流
域
に
お
け
る
中
国
の
、
従
来
認
識
さ
れ
て
き

た
も
の
と
は
異
な
っ
た
表
情
が
見
え
て
く
る
。

中
国
が
一
九
九
五
年
条
約
の
締
結
を
見
送
り
、

メ
コ
ン
川
委
員
会
の
正
式
加
盟
国
に
な
る
の
を
見

合
わ
せ
た
こ
と
は
、「
中
国
の
上
流
国
と
し
て
の

身
勝
手
な
行
動
」
と
し
て
、
し
ば
し
ば
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
紙
面
を
賑
わ
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

メ
コ
ン
川
流
域
の
地
域
全
体
に
目
を
移
す
と
、
状

況
が
異
な
っ
て
く
る
。
冷
戦
終
結
後
の
一
九
九
○

年
代
前
半
か
ら
、
メ
コ
ン
川
流
域
に
お
い
て
は
、

国
際
援
助
機
関
か
ら
の
注
目
も
手
伝
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
開
発
的
な
枠
組
み
が
複
数
誕
生
し
て
い

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
よ
る

Ｇ
Ｍ
Ｓ
（
メ
コ
ン
河
流
域
経
済
協
力
）
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
よ
る
メ
コ
ン
川
流
域
開
発
協

力
（
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）
な
ど
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
開
発
枠
組
み
は
、
主
に
メ
コ
ン
川

流
域
で
あ
る
中
国
・
雲
南
省
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
半

島
全
域
に
か
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
道
路
・
鉄
道

・
空
路
・
空
港
を
含
む
）
を
行
っ
て
お
り
、
そ
こ

に
お
い
て
は
、
中
国
も
重
要
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て

活
動
し
て
お
り
、
他
の
流
域
国
と
も
政
策
対
話
を

重
ね
て
い
る
。

Ｇ
Ｍ
Ｓ
な
ど
の
強
力
な
地
域
開
発
の
枠
組
み
が

存
在
す
る
今
日
、
メ
コ
ン
川
委
員
会
は
、
一
九
五

○
〜
一
九
七
○
年
代
に
「
メ
コ
ン
委
員
会
」
が
同

地
域
に
お
け
る
経
済
発
展
を
主
務
と
す
る
唯
一
の

国
際
機
関
で
あ
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
か
つ
て
の

存
在
感
を
も
は
や
示
し
得
て
い
な
い
。
ま
し
て
、

Ｇ
Ｍ
Ｓ
は
メ
コ
ン
川
委
員
会
に
正
式
加
盟
し
て
い

な
い
中
国
（
正
確
に
は
雲
南
省
）
を
メ
ン
バ
ー
と

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
は
メ
コ
ン
川
の
水
資

源
利
用
に
関
し
て
下
流
国
と
交
渉
す
る
利
益
を
見

出
し
て
は
い
な
い
が
、
他
の
地
域
開
発
枠
組
み
に

お
い
て
は
水
資
源
以
外
の
イ
シ
ュ
ー
に
お
い
て
協

力
関
係
を
構
築
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
っ
て

お
り
、
下
流
国
と
の
相
互
依
存
関
係
を
作
り
出
し

て
い
っ
て
い
る
。

中
国
は
強
国
か
つ
最
上
流
国
と
い
う
立
場
を
利

用
し
一
方
的
に
メ
コ
ン
川
流
域
の
水
資
源
を
利
用

し
て
い
る
、
と
い
う
論
調
は
、
現
在
に
お
い
て
は

メ
コ
ン
川
委
員
会
が
も
は
や
同
地
域
の
唯
一
か
つ

万
能
な
国
際
機
関
で
は
な
い
と
い
う
事
実
を
看
過

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
が
メ
コ
ン
川
委
員
会

に
加
盟
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
中
国
の
覇
権
的
な

行
動
の
表
れ
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
前
述
し
た

よ
う
に
中
国
は
他
の
枠
組
み
に
は
積
極
的
に
参
加

し
、
下
流
国
と
協
調
関
係
を
築
い
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

メ
コ
ン
川
委
員
会
へ
の
中
国
の
非
加
盟
問
題
は
、

メ
コ
ン
川
の
流
域
組
織
と
し
て
の
メ
コ
ン
川
委
員

会
だ
け
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
枠

組
み
に
お
い
て
中
国
が
下
流
国
と
相
互
依
存
関
係

を
築
い
て
い
っ
て
い
る
現
在
、
そ
れ
の
み
に
焦
点

を
当
て
た
議
論
は
実
情
を
反
映
し
て
い
な
い
。

●
下
流
国
と
の
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ

「
上
流
に
位
置
す
る
大
国
」
で
あ
る
米
国
が

「
下
流
に
位
置
す
る
小
国
」
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
に

対
し
て
「
ハ
ー
モ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
を
主
張
し

た
の
と
同
様
な
文
脈
で
、
最
上
流
国
で
あ
り
か
つ

大
国
で
も
あ
る
中
国
が
、
相
対
的
に
は
小
国
で
あ

る
下
流
諸
国
に
対
し
て
「
ハ
ー
モ
ン
・
ド
ク
ト
リ

ン
」
的
な
行
動
を
と
る
こ
と
は
可
能
と
見
る
向
き
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も
あ
る
。

し
か
し
、
中
国
の
メ
コ
ン
川
流
域
で
あ
る
雲
南

省
の
下
流
国
に
対
す
る
立
場
は
、
地
政
学
的
に
見

て
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
川
流
域
に
お
け
る
メ
キ
シ

コ
に
対
す
る
米
国
の
立
場
と
等
価
で
は
な
い
。
一

例
を
挙
げ
れ
ば
、
雲
南
省
は
内
陸
に
位
置
す
る
た

め
、
貿
易
の
た
め
に
海
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に

は
、
メ
コ
ン
川
下
流
の
バ
ン
コ
ク
港
や
プ
ノ
ン
ペ

ン
港
な
ど
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、

メ
コ
ン
川
の
下
流
国
が
中
国
の
海
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
左
右
す
る
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
下
流
国

が
中
国
の
弱
点
を
握
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
、
海
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
メ
キ
シ
コ
に
依
存
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
米
国
と
の
大
き
な
違
い
で

あ
る
。

中
国
が
メ
コ
ン
川
上
流
域
で
の
舟
運
整
備
を
行

っ
て
い
る
の
は
、
中
国
の
製
品
を
下
流
国
へ
輸
出

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
東
シ
ナ
海
へ
貿

易
路
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
、
地
政
学
的
な
理
由

に
よ
る
。
現
在
、
地
域
開
発
の
枠
組
み
の
中
で
、

下
流
国
は
Ｇ
Ｍ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
通
し
て
空

路
や
陸
路
な
ど
の
交
通
網
を
整
備
し
、
メ
コ
ン
川

流
域
圏
の
経
済
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。
そ
こ
に

お
い
て
、
中
国
が
協
力
関
係
を
築
き
た
い
と
い
う

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
つ
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
中
国
は
、
下
流
国
に
対
し
て
水
資
源

に
お
け
る
優
位
性
は
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
物
流

の
分
野
で
は
下
流
国
に
も
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
の
余
地

を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
中
国
の
「
覇
権
的
」

な
行
動
の
幅
を
狭
め
、
下
流
国
と
の
交
渉
に
お
い

て
妥
協
を
余
儀
な
く
し
て
い
る
。

メ
コ
ン
本
流
に
は
、
そ
の
中
流
部
に
舟
運
が
不

可
能
な
滝
が
複
数
存
在
し
て
お
り
、
上
流
部
か
ら

河
口
へ
の
舟
運
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中

国
に
と
っ
て
、
河
口
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
陸
上
交
通
網
に
依
存

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
同
様

に
、
海
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
他
国
の
領
土
を
経
由
す

る
陸
運
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
も
、

中
国
は
下
流
国
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
メ
コ
ン
川
の
地
形
的
な

特
徴
は
「
ハ
ー
モ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
的
な
行
動

を
中
国
が
と
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
と
メ
コ
ン
下
流
国
と
の
関
係
を
見

る
上
で
不
可
欠
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
下
流
国
が
東

南
ア
ジ
ア
へ
の
「
南
進
」
を
意
図
す
る
中
国
に
と

っ
て
は
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
う
事
実

で
あ
る
。
メ
コ
ン
川
上
流
部
に
建
設
が
進
ん
で
い

る
一
連
の
ダ
ム
は
、
そ
の
殆
ど
が
水
力
発
電
用
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
ダ
ム
に
よ
り
発
電
さ
れ
る
電
力

は
、
そ
の
全
て
が
中
国
国
内
で
消
費
さ
れ
る
こ
と

を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
タ
イ
へ
の
電
力
売

却
を
念
頭
に
お
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と

が
識
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
中
国
は

メ
コ
ン
川
上
流
部
に
ダ
ム
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ

て
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
電
力
の
「
買
い

手
」
で
あ
る
タ
イ
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
よ
う

な
行
動
は
と
り
得
な
い
と
い
う
構
図
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
国
と
下
流
国
と
の
関
係
を
考
え

る
と
、
中
国
に
と
っ
て
「
ハ
ー
モ
ン
・
ド
ク
ト
リ

ン
」
を
主
張
す
る
こ
と
が
経
済
お
よ
び
外
交
的
に

大
き
な
損
失
あ
る
い
は
リ
ス
ク
を
意
味
す
る
こ
と

は
自
明
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
南
進
」
を
志
向
す

る
中
国
が
、
そ
の
対
象
で
あ
る
下
流
国
に
対
し
て

持
つ
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
・
パ
ワ
ー
は
、
経
済
的
な
状

況
を
殆
ど
考
慮
し
な
い
古
典
的
な
地
政
学
の
観
点

か
ら
推
察
さ
れ
る
そ
れ
と
は
、
相
当
に
異
な
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

●
国
際
河
川
流
域
を
め
ぐ
る
中
国
の
展

望今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
メ
コ
ン
川
流
域
に

お
い
て
は
、
中
国
は
、
必
ず
し
も
下
流
国
と
の
調

整
を
試
み
る
こ
と
な
く
、
勝
手
気
ま
ま
に
振
舞
っ

て
い
る
、
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
実
際
に
、
中

国
は
、
二
○
○
二
年
に
は
メ
コ
ン
川
委
員
会
と
水

文
デ
ー
タ
の
交
換
に
関
す
る
条
約
を
締
結
し
た
り
、

ま
た
、
二
○
○
三
年
に
は
下
流
国
の
反
応
を
見
て

一
時
舟
運
整
備
を
保
留
し
た
り
す
る
な
ど
、
徐
々

に
で
は
あ
る
が
、
下
流
国
の
意
向
を
自
国
の
行
動

に
反
映
し
て
い
る
。
中
国
に
と
っ
て
、
巨
大
な
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
メ
コ
ン

川
下
流
国
と
の
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
は
当
然
と

言
え
る
。
そ
れ
は
、
幾
つ
も
の
国
際
河
川
に
つ
い

て
「
上
流
に
あ
る
大
国
」
で
あ
る
、
国
際
河
川
国

家
と
し
て
の
中
国
の
今
後
に
お
け
る
対
外
政
策
の

あ
り
方
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
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か
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ま　
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／
東
京
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学
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／
東
京
大
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域
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科
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科
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士
課
程
）
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